
質 ･水文の自然地理分野と社会 ･歴史 ･農業 ･集

落の人文地理分野の境界 ･複合領域を扱った労作

といえよう｡

(瀬戸玲子)

岡田久美子著 『岡田久美子写真集 ･フィー

ル ドノー ト余滴』

私家版 (BeeBooks),変形版172×184m,1993年

60p.

｢お茶の水地理｣に,書評 ･紹介欄を設定する

ことになったそうで,その第 1回目に本書を取 り

上げることができたのは偶然かもしれないが,必

然であったのかもしれない｡すなわち,本書が発

行されたのは1993年で,教室に寄贈されたのが

1994年であり,この頃からお茶の水地理学会会報

(NewsLetter)に会員の著書等の紹介を系統的に

行 うようになっていたが,受領した評者がタイミ

ングを失し,NewsLetterの発行を続けて見逃 し

たところ,多少スペースに余裕のある本欄がス

タートしたので本文となったわけである｡お茶の

水地理学会会員の出版活動を紹介することが最も

適切な本欄に,本書が最も適切な出版物の一つで

あることは疑いあるまい｡

表紙カバ-の袖に序 ･験に相当する文章を配置

し (従って,この部分は総頁数には含まれていな

い),巻頭と巻末にはフィール ドノー ト余滴的な

ソフトフォーカスの背景写真に重ねて旅に関わる

題材の二百が配されている｡序によれば,地理を

志して以来のフィール ドノートに対応する写真と

フィール ドノートの行間から滴 り落ちた言葉を蒐

めたものが本書であること,験にはフィール ドへ

の想いが簡潔に述べられているO

本書の中心部分は,写真とその説明が配列され

た頁数にして57頁の部分である｡写真の配列及び

題材ないし撮影地は,川 (アマゾン) ･沼 (鬼怒

宿) ･滝 (イグアス) ･湖 (バイカル) ･霧 (明

神池) ･海 (コリント運河,竹富島) ･渦 (鳴門

海峡) ･港 (-ンブルク) ･野 (飛火野) ･草

(モンゴル) ･峠 (ネパールのカスキコッり ･

山 (マチャプチャレ,モンテローザ) ･砂 (モ

ロッコのメルズーガ砂丘) ･土 (内モンゴルの煉

瓦,ペルーのアドベ) ･樹 (カナダ,水上高原)

･橋 (モンゴルのオルホン架橋) ･童 (ベル リ

ン,ネパール) ･街 (モロッコのフェズ) ･市

(ベルゲン,クスコ) ･衣 (モロッコのジュラ

メ,シベリア) ･食 (セイシェル,ブェノスアイ

レス) ･住 (バンクーバー,モンゴル) ･獣 (モ

ンゴル,ケニア) ･窓 (ノルウェーのグリークの

家) ･庭 (兼六園) ･春 (長谷寺,千鳥ヶ淵) ･

夏 (小笠原諸島) ･秋 (上越,上信国境の紅葉)

･冬 (網走の流氷)である｡最終項 1頁を除く28

項は各々見開き2貢に 1-3葉の写真が掲載され

ている｡地理学的記録であるフィール ドノートに

対応すべき写真集という面 目を維持 しながら,

時々著者自らが登場したりして,フィール ドノー

トの余滴たる私家版の面目も維持する｡

本書の紹介は写真技術的立場から,あるいは地

理資料としての写真のあり方を論ずる立場から行

うことも可能であるが,以下やや異なる角度から

紹介を続けることにする｡

説明については,写真に対する著者の豊かな思

い入れが記され,フィール ドノートの行間から言

葉が何時滴 り落ちたかは必ず しも明かではない

が,それだけ魅力的なものとなっている｡二三の

例を挙げれば,竹富島の貸し自転車屋で鍵を借 り

ようとした話,ベル リンの小学生の写真を撮るこ

との諒解を得ようとしたら先生は整列させようと

するが小学生は当然整列しなかったらしいこと,

短かな文章であるが似た体験を持っていればその

頁にしばらく見入ってしまうことになる｡この感

覚は俳句で得られるものに似ている｡世の中の実

相の一端を17文字で表すことと,時空間四次元の

世界を一瞬の二次元平面に固定することには,自

らの視角を凝縮できるという錯覚に共通するとこ

ろがあるのではないか｡戯画化された日本人観光

客像にカメラが必ず附属品になるほど日本人がカ

メラを持つのは,庶民まで行き渡った俳句の伝統

に基づくに違いないO

話が技術論から離れると容易に拡散することの

実例のような文になったので,ここで本誌に適す

る視点に変える｡地理学徒の旅行はこういうもの

であることがまさに一目瞭然であるOすなわち,

特定のテーマを持ってする旅であれば,こういう

形の写真集は有 り得ない｡単なる旅好きが写真機

を持って歩いてもこういう形の写真集をまとめる

ことは不可能だろう｡あるいは単なる写真機好き
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ほ,これだけ広範な旅はすまい｡どういうことか

といえば,撮影地は国内外を問わず,また配列の

基準もわからない,それでいて不自然さが全くと

いってよいほど無いのである｡地理を修めたこと

によって世の中をこのような形に切 り取ることが

できるとすれば,地理教育のプラス面であろう｡

もし,配列が常識的でないという見解があれば,

それは現在の地理教育の不徹底さを意味すること

になる｡

そこで,フィール ドノートのつけかたが一般に

どんなものであるかに関心､が生 じた｡ というの

も,評者のフィール ドノートは学生当時には余滴

的な部分が多すぎたもののその分今ひっくり返し

てもたまには面白いこともあるが,最近のものは

数字が並んでいるだけで無味乾燥としか言い様が

ない｡いつか本学の巡検を指導することになった

ら,現在のお茶の水女子大学地理学科学生の

フィール ドノートたるものを捉出させてみようか

と一瞬考えたが,仕事となれば恐らく面白くもお

かしくもないものだろう｡ それより,誰もフィー

ル ドノートをつけてないことが分かったりすると

かえって恐ろしいのでそれはやめることにした｡

地理を教えることをなりわいとするものにとっ

て,卒業生が本書のようにここまで地理に眼差し

を投げかけ続けていることは一定の感慨を覚える

に違いない｡ここまでとは,題材,撮影地から判

断して卒業後も旅行に際してはフィール ドノート

をつけていることが推測されるのである｡その後

輩たる評者が,そのような教育に成功することは

いささか考えにくいので,｢お茶の水地理学会｣

の基本を構築された諸先生方に表すべき敬意はあ

まりにも大きい｡

これに関して評者の反省を述べることは相当深

刻な地理学的 ･地理教育論的議論になり得るので

はないかというのが現在の予想であり,予想され

る深刻さに圧倒されたところで筆を置 くことは,

書評 ･紹介という本欄の性格から許されることで

あろう｡

(田宮兵衛)

お茶の水地理 第36号 1995年

千歳善一著 『都市整備入門』

古今書院 1994年 114p.

本書は,冒頭で著者が述べているように,都市

整備計画立案の科学化を推進する一翼を担 うべ

く,都市整備関連の研究を志す地理学者のガイ ド

ブックの役を務めることを主目的としている｡

わが国では戦後の ドラスティックな経済成長に

伴って急速に都市化が進行し,現在では総人口の

7割以上が都市に居住している｡そのため,人々

が快適で豊かな都市生活を安心 して送るために

は,上下水道,都市施設などをはじめとする社会

資本の整備を中心とした都市整備を行 うことが重

要になってくる｡だが,現状をみるところ,東京

一極集中や人口50万人以下の地方の中小都市の衰

退など,わが国では,諸外国に例をみない多様で

新しいタイプの都市問題が発生しており,従来の

都市地理学の研究では十分な対応が困難な状況で

ある｡現代の都市問題-地理学から解決策を提案

するためには,これから都市地理学を学ぶ学部学

生だけではなく,伝統的な都市地理学の研究を目

指す地理学者も都市間題の解決策としての都市整

備の技法や制度についての基礎的知識を身に付け

る必要がある｡

本書は,このような現代の社会的ニーズに地理

学的立場から対応するために,著者が長年にわた

り都市計画に携わってきた東京を例にとって,わ

が国の都市整備がどのような制度によって進めら

れているのか,その成果はどう現れているのか

を,都市整備に関する基礎的事項を丁寧に確認し

ながら解説した実用的な入門書である｡また,著

者が冒頭で主張 しているように,従来の地理学

は,視点の相違などが原因で,都市整備に有効な

研究成果を提供しているとは必ずしもいえない｡

本書はこのような点も考慮して,都市整備上必要

とされる研究成果を都市地理学の立場から提供す

ることによって,地理学が科学に立脚した "役に

立つ地理学"であり,社会に貢献する学問である

ことを実証する必要性を提唱した先駆的な研究書

でもある｡

本書の構成は,第 1章 わが国の都市整備制

皮,第 2章 都市計画の構成要素,第 3章 わが

国の都市整備制度の変遷 一東京を代表例として

-,第4章 都市整備の課題と地理学となってお

- 89-


